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甲斐市の人口　74,241人（－61）

住民基本台帳人口72,904人（＋10） 男性36,498人（±0） 女性36,406人（＋10）
世帯数28,126世帯（－71） 外国人登録人口1,337人（－71） （ ）内は前月比
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８

ヒマワリ
夏の花といえば、まずあげられるのがこの花。
キク科の一年草で原産は北アメリカ、向日葵
と書き、学名はHelianthus annus。品種改
良が進んで、大きな花のものから中小輪まで
多数あるようです。黄色が普通ですが、赤褐
色、黄褐色などもあります。太陽の動きを追
って花が回るといわれていますが、実際は成
長過程での話で、花が大きく咲く頃には成長
も止まるためほとんど動かないそうです。ヒ
マワリといえば昨年上映された、ある映画の
印象的なシーン、県内のひまわり畑が使われ
ていましたね。

（平成17年６月末現在）
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甲
斐
市
は
９
月
１
日
に
市
制
１
周
年
を
迎
え
、
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

関
係
者
が
集
う
記
念
式
典
で
は
、
各
種
表
彰
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
一
般

に
募
集
し
た
「
市
民
憲
章
」
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
で
は
、
１
周
年
を
記
念
し
て
世
界
的
建
築
家
の
安
藤
忠
雄
さ
ん
に

よ
る
記
念
講
演
会
、「
開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
」
出
張
鑑
定
大
会
の
収
録
、
甲

斐
市
営
温
泉
、
プ
ー
ル
の
無
料
開
放
な
ど
を
行
い
ま
す
。

次
の
期
間
、
市
営
温
泉
、
プ
ー
ル
を
無
料
で

開
放
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間

９
月
１
日（
木
）〜
４
日（
日
）

【
温
泉
】

○
神
明
温
泉
志
麻
の
湯

甲
斐
市
島
上
条
３
１
２
３
番
地

０
５
５（
２
７
７
）１
３
１
１

○
百
楽
泉

甲
斐
市
宇
津
谷
１
７
１
５
番
地
１

０
５
５
１（
２
８
）６
０
０
０

※
釜
無
川
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
増

改
築
工
事
の
た
め
休
館
中
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

商
工
観
光
課（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
４

【
プ
ー
ル
】

○
敷
島
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

甲
斐
市
島
上
条
２
５
２
７
番
地
１

０
５
５（
２
７
７
）７
７
６
７

○
双
葉
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

甲
斐
市
宇
津
谷
１
９
５
７
番
地

０
５
５
１（
２
８
）６
０
０
０

■
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
双
葉
公
民
館
）

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
６

日時　8月21日(日)午後1時
場所　双葉ふれあい文化館

「開運！なんでも鑑定団」
出張鑑定大会開催

テレビ山梨で放送している「開運！なんでも鑑定団」出張鑑定大会が開催されます。観覧ご希望の人
は次の方法でお申し込みください。
観覧申込方法
往復はがきに（１枚１名）観覧希望と書いて、返信面に、郵便番号、住所、氏名を明記のうえお申し込

みください。※申し込み多数の場合は、抽選とさせていただきます。
申込締切 ８月10日（水）必着
■宛先・問い合わせは… 〒407－0105 甲斐市下今井230
双葉ふれあい文化館ホール事務室　　 0551（20）3660

市
営
温
泉
・
プ
ー
ル
無
料
開
放
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竜王駅の設計を手がけることが決まった
世界的建築家の安藤忠雄さんによる記念講
演会が行われます。入場整理券を配布しま
すので、希望の人は次の期間に各庁舎でお
受け取りください。
日時 ９月１日（木）

午前10時30分（開演予定）
場所 双葉ふれあい文化館

入場整理券配布
配布期間 ８月８日（月）～12日（金）
配布場所 秘書広報課（竜王庁舎３階）

敷島市民課（敷島庁舎１階）
双葉市民課（双葉庁舎１階）

■問い合わせは…秘書広報課（竜王庁舎３階）
055（278）1678

安藤忠雄（建築家）
1941年　大阪生まれ
69年　安藤忠雄建築研究所を設立

環境との関わりの中で新しい建築のあり方を
提案し続けている。

代表作　「六甲の集合住宅」、「光の教会」、「大阪府立
近つ飛鳥博物館」、「淡路夢舞台」、「南岳山光
明寺」、「FABRICK－ベネトンアートスクー
ル」、「アルマーニ・テアトロ」、「ピューリッ
ツァー美術館」、「大阪府立狭山池博物館」、
「司馬遼太郎記念館」、「兵庫県立美術館」「国
際子ども図書館」、「フォートワース現代美術
館」、「地中美術館」「ホンプロイッヒ/ランゲ
ン美術館」など

79年　「住吉の長屋」で日本建築学会賞受賞
85年　　アルバァ・アアルト賞受賞
91年　ニューヨーク近代美術館にて個展開催
93年　日本芸術院賞受賞

パリポンピドゥーセンターにて個展開催
95年　プリッカー賞受賞

2002年　AIAゴールドメダル、京都賞受賞、ローマ大
学名誉博士号、同経大学（上海）名誉教授

03年　文化功労者
04年　日本放送文化賞

※ 本年６月、世界の優れた建築家を称えるUIAゴール
ドメダル受賞決定、イェール大学、コロンビア大学、
ハーバード大学の客員教授歴任
97年より東京大学教授、03年より名誉教授、05年よ
り特別栄誉教授
※ 阪神・淡路震災復興支援10年委員会の実行委員長と
して、被災地の復興に尽力する。また、瀬戸内海の破
壊された自然を回復させるため、中坊公平氏と共に
「瀬戸内オリーブ基金」を２０００年に設立。

安藤忠雄さん
記念講演会
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避難場所一覧表

甲
斐
市
と
し
て
初
め
て
の
総
合
防
災
訓
練
を
８
月
28
日（
日
）

に
市
内
一
斉
に
実
施
し
ま
す
。

午
前
８
時
に
訓
練
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
の
で
、
各
自
治
会

（
区
）で
定
め
た
訓
練
会
場
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

今
回
は
、
東
海
地
震
予
知
情
報
が
発
表
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣

よ
り
警
戒
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
で

す
。市

民
の
み
な
さ
ん
は
、
日
頃
か
ら
地
震
に
対
す
る
備
え
を
各
自
、

家
族
で
再
認
識
し
、
進
ん
で
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

訓
練
内
容

・
午
前
８
時
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
各
自
治
会（
区
）の
訓
練
会
場

へ
の
避
難
訓
練

・
避
難
場
所
で
の
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
各
種
訓
練

■
問
い
合
わ
せ
は
…

総
務
課（
竜
王
庁
舎
３
階
）

０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
１

８
月
28
日(

日)

午
前
８
時
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
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依
頼
会
員

●
仕
事
の
都
合
で
、
保
育
園
や
幼
稚
園
の
送
迎
が
で
き
な
い
。

●
学
校
や
保
育
園
、
幼
稚
園
終
了
後
、
子
ど
も
を
一
人

に
し
て
お
く
の
が
心
配
。

●
妊
娠
中
で
、
子
ど
も
の
世
話
が
難
し
い
。

協
力
会
員

●
子
育
て
も
終
わ
り
、
時
間
に
余
裕
が
で
き
て
き
た
。

●
何
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
し
た
い
。

●
乳
幼
児
を
子
育
て
中
で
も
、
時
に
は
協
力
会
員
で
助

け
合
い
た
い
。

対
象
者

依
頼
会
員
　
市
内
在
住
で
、
生
後
３
か
月
の
乳
幼
児
か
ら

小
学
生
ま
で
の
子
ど
も
の
い
る
人

協
力
会
員
　
市
内
在
住
で
講
習
会
が
受
講
で
き
る
人

援
助
活
動
内
容

・
保
育
園
等
の
開
始
前
や
終
了
後
に
子
ど
も
を
預
か
る

こ
と
。

・
保
育
園
、
小
学
校
等
ま
で
送
迎
を
行
う
こ
と
。

・
学
童
保
育
終
了
後
や
学
校
の
放
課
後
に
子
ど
も
を
預

か
る
こ
と
。

・
子
ど
も
が
軽
度
の
病
気
の
時
に
預
か
る
こ
と
。

・
冠
婚
葬
祭
や
他
の
子
ど
も
の
学
校
行
事
の
際
、
子
ど

も
を
預
か
る
こ
と
。

た
だ
し
、
子
ど
も
の
宿
泊
を
伴
う
活
動
は
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
料
金

平
日
午
前
７
時
〜
午
後
７
時

１
時
間
　
７
０
０
円

平
日
の
右
記
以
外
の
時
間
帯

１
時
間
　
８
０
０
円

土
・
日
曜
日
及
び
祝
祭
日
　

１
時
間
　
８
０
０
円

軽
度
の
病
気
の
場
合
　
　
　

１
時
間
　
８
０
０
円

※
そ
の
他
交
通
費
等
の
実
費
が
か
か
り
ま
す
。

説
明
会
日
程

●
平
成
17
年
８
月
５
日（
金
）

午
前
10
時
〜
12
時

双
葉
公
民
館（
１
階
ホ
ー
ル
）

●
平
成
17
年
８
月
９
日（
火
）

午
前
10
時
〜
12
時

敷
島
総
合
文
化
会
館（
２
階
研
修
室
）

●
平
成
17
年
８
月
11
日（
木
）

午
前
10
時
〜
12
時

竜
王
南
部
公
民
館（
２
階
ホ
ー
ル
）

※
託
児
室
を
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

※
参
加
申
し
込
み
は
不
要
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５（
２
７
７
）３
１
１

平成17年3月に策定した甲斐市次世代育成支援行動計画の
もと、地域における子育て支援サービスの充実施策として、
敷島第２庁舎を改修してファミリーサポートセンター事業と
つどいの広場事業を実施します。
ファミリーサポートセンターは、働く母親や共働き家庭を
支援するめ、会員募集のほか、会員相互の援助活動の調整な
どを行い、子育て家庭の仕事と子育ての両立を支援します。
つどいの広場（仮称）は、乳幼児を持つ親とその子どもが気
軽に集い、語り合い、交流を図る場を提供するとともに、子
育て相談室の設置・子育て情報の提供などを行い、子育て家
庭の負担感・不安感の解消を支援します。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
と
は
、
仕
事
や
通
院
な
ど
で
一
時
的
に
子
ど
も
を
預
け
た
い
人
と
、

子
育
て
を
お
手
伝
い
し
た
い
と
い
う
人
が
会
員
に
な
っ
て
地
域
の
子
育
て
支
援
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
依
頼
会
員
と
協
力
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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近
頃
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
ち
に
く

い
、
あ
る
い
は
子
ど
も
が
育
て
に

く
い
時
代
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
親
と
し
て
で
き
る
こ
と
、
子

育
て
体
験
談
、
遊
び
の
指
導
等
を

行
い
ま
す
。

対
象
者

乳
幼
児
を
お
持
ち
の
親

参
加
料

無
料

第
１
回

日
時

８
月
７
日（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館（
２
階
研
修
室
）

内
容

甲
斐
市
の
子
育
て
支
援
行
動
計
画

第
２
回

日
時

８
月
31
日（
水
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所

竜
王
南
部
公
民
館（
１
階
和
室
）

内
容

親
子
で
楽
し
む
遊
び
の
指
導

赤
ち
ゃ
ん
マ
ッ
サ
ー
ジ

絵
本
紹
介

講
師

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
「
げ
ん
き
甲
斐
」

（
県
の
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
受
講

さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
７
人
で
す
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
子
育
て
支
援
課（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５（
２
７
７
）３
１
１
５

【
寄
付
】

●
敷
島
中
学
校
へ
　
敷
島
中
学
校
野
球
部

保
護
者
会
が
、
プ
レ
ハ
ブ
倉
庫
１
棟
（
９

０
、
０
０
０
円
相
当
）

●
竜
王
東
小
学
校
へ
　
中
巨
摩
東
部
農
業

協
同
組
合
が
、
野
菜
苗
鉢
（
ト
マ
ト
、
な

す
他
）
20
鉢（
１
０
、
０
０
０
円
相
当
）

●
竜
王
東
保
育
園
へ
　
竜
王
東
保
育
園
保

護
者
会
が
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
内
臓
テ
レ
ビ
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
各
１
台（
４
８
、
３
０
０
円
相
当
）

●
竜
王
西
保
育
園
へ
　
竜
王
西
保
育
園
保

護
者
会
が
、
特
注
木
製
本
棚
１
台（
８
０
、

０
０
０
円
相
当
）

●
竜
王
中
央
保
育
園
へ
　
竜
王
中
央
保
育

園
保
護
者
会
が
、
テ
レ
ビ
デ
オ
、
オ
ー
ブ

ン
グ
リ
ル
レ
ン
ジ
各
１
台（
５
１
、
３
０
０

円
相
当
）

選挙定数 18人（市内１選挙区）
任期満了に伴う甲斐市農業委員会委員一般選挙は、８月７
日（日）が投票日です。みなさんの一票で、信頼と行動力のある
農家の代表にふさわしい人を選びましょう。
◆投票できる人（１～４のすべてに当てはまる人）
１）甲斐市内に住所を有する人
２）満20歳以上の人（基準日：平成17年３月31日）
３）いずれかに該当する人
ア）10アール以上の農地につき耕作の業務を営んでいる人
イ）アの同居の親族または配偶者で、年間おおむね60日以
上耕作の業務に従事していると農業委員会が認めた人

ウ）10アール以上の農地を耕作する農業生産法人の組合員　　
または社員で、年間おおむね60日以上耕作に従事して
いると農業委員会が認めた人

４）欠格事項に該当しない人
◆投票所
第1投票所　甲斐市役所竜王庁舎
竜王全区、竜王新町全区、富竹新田全区、上篠原区、古村区、
新居区、仲新居区、竜王仲町区、名取区
第2投票所　竜王中部公民館
万才全区、西八幡地区の全区、玉川全区、田中全区、榎全区
第3投票所　敷島中学校
長塚、大下条、中下条、島上条、天狗沢、大久保、境、牛句
地区の全区
第4投票所　睦沢地域ふれあい館
睦沢、清川、吉沢地区
第5投票所　甲斐市役所双葉庁舎
希望ヶ丘、滝坂、大屋敷、下宿、上宿、双葉竪町、大垈、高
原団地、団子、登美団地、新田、菖蒲沢、高山台、桃花の街、
藍色の街、杏色の街、萌黄の街、双葉響が丘団地
第6投票所　双葉保健福祉センター
バイパス、横町、寺町、双葉仲町、上町、双葉新町、緑ヶ丘、
富士見台、山本、岩森、下志田、上志田、東部、塩崎町、田
畑、中村条、上郷、米沢、笠石、金剛地、滝沢、駒沢、旭台、
つくし野、田畑団地、上の山、唐松団地
◆投票入場券（はがき）について
投票入場券（はがき）は、８月７日頃、農業委員会委員選挙
人名簿に登録されている人に郵送します。なお、告示日に立
候補者が定数を超えない場合は、投票を行いませんので入場
券は郵送しません。
◆期日前投票について
投票日に投票所へ行けない人は、期日前投票ができます。
・投票所 竜王地区　甲斐市役所竜王庁舎

敷島地区　敷島総合文化会館
双葉地区　甲斐市役所双葉庁舎

・投票期間
８月１日（月）～８月６日（土）の午前８時30分～午後８時
■問い合わせは…選挙管理委員会事務局（竜王庁舎3階）

055（278）1661

●
竜
王
北
保
育
園
へ
　
平
成
15
年
度
、
16

年
度
竜
王
北
保
育
園
保
護
者
会
が
、
屋
根

付
屋
外
掲
示
板
1
基（
１
８
３
、
０
０
０
円

相
当
）

●
竜
王
東
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
　
竜
王
東
児

童
セ
ン
タ
ー
母
親
ク
ラ
ブ
が
、
幼
児
・
学

童
用
ブ
ロ
ッ
ク
一
式（
１
９
、
０
０
０
円
相

当
）

●
竜
王
北
児
童
館
へ
　
竜
王
北
児
童
館
母

親
ク
ラ
ブ
が
、
ビ
デ
オ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ

ー
１
台
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
３
本
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

18
個（
３
５
、
４
１
３
円
相
当
）

●
竜
王
西
児
童
館
へ

竜
王
西
児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ
が
、
ホ
ッ
ト

プ
レ
ー
ト
、
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
、
コ

ン
パ
ク
ト
ス
ケ
ー
ル
各
１
台（
７
、
４
８
９

円
相
当
）
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竜
王
駅
周
辺
整
備
事
業
に
伴
い
竜
王

駅
北
通
り
線
橋
梁
下
部
工
工
事
に
着
手

す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

工
事
期
間
内
は
図
の
と
お
り
車
両
通

行
止
め
に
な
り
ま
す
の
で
、
迂
回
路
の

利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

歩
行
者
・
自
転
車
に
つ
い
て
は
、
図
の

と
お
り
歩
行
者
等
専
用
通
路
を
設
置
い

た
し
ま
す
。

工
事
期
間
中
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

い
た
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
期
間
中
の
ご
意
見
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
手
数
で
も
駅
周
辺
整
備

室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

工
事
期
間
　
平
成
17
年
８
月
16
日
〜
平
成
18
年
７
月
31
日

■
問
い
合
わ
せ
は
…
駅
周
辺
整
備
室(

竜
王
庁
舎
２
階)

０
５
５(

２
７
８)

１
６
６
７

竜王駅周辺整備事業
竜王駅北通り線橋梁下部工工事迂回路

７
月
か
ら
９
月
の
間
、
ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク
の
展
望

塔
を
夜
10
時
ま
で
延
長
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。

ご
家
族
や
友
人
で
美
し
い
甲
府
盆
地
の
夜
景
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
は
従
来
ど

お
り
無
料
で
す
が
、
午
後
５
時
以
降
は
、
３
歳
以
上

１
０
０
円
の
利
用
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

【
展
望
塔
の
利
用
案
内
】

■
利
用
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
／
無
料（
年
間
）

午
後
５
時
〜
午
後
10
時
／
１
０
０
円（
３
歳
未
満
無

料
）

■
休
館
日

月
曜
日（
月
曜
日
が
祝
日
の
と
き
は
翌

日
）、
年
末
年
始（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
赤
坂
台
総
合
公
園
管
理
事
務
所
　

０
５
５
（
２
７
６
）２
１
６
１

ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク
で
は
、
犬
や
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の
入
園
、

花
火
や
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
な
ど
火
気
の
使
用
、
ま
た
、
ス
ケ

ー
ト
ボ
ー
ド
や
自
転
車
・
バ
イ
ク
な
ど
の
乗
り
入
れ
、
そ

の
ほ
か
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
使
用
な
ど
、
他
の
利
用
者
へ
の

迷
惑
や
危
険
が
生
じ
る
行
為
は
禁
止
し
て
い
ま
す
。

誰
も
い
な
い
夜
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
犬
を
放
し
た
り
、

花
火
で
遊
ん
だ
り
し
な
い
よ
う
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守

り
お
互
い
に
気
持
ち
よ
く
公
園
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

花
火
の
使
用
や
犬
の
散
歩
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
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●６月～
甲斐市の歴史講座がスタート　

６月25日●
ゆうのう敷島主催のジャガイモ掘り

●６月22日　ミス相良が観光PR

竜王北中学校の福祉委員会の12人の生徒が特別養護
老人ホームめぐみ荘を訪問しました。
福祉委員会では３班に分かれて６月から７月にかけ
てめぐみ荘を訪問。２回目の今回は１年生から３年
生までの生徒が、多目的ホールに集まった30人のお
年寄りと風船を使ったゲームなどで交流を深めまし
た。

静岡県相良町観光協会が、夏の観光シーズンに
向けてPRのため来庁。ミス相良からは８月に
相良ビーチで
行われる花火
大会の紹介が
あり、夏休み
にはぜひ大勢
の人たちが観
光に訪れてほ
しいと笑顔で
話しました。

敷島中学校吹奏楽部では恒例の定期演奏会を開催し
ました。会場となった敷島総合文化会館大ホールは、
保護者、在校生や先輩など300人を超える聴衆でい
っぱい。今回で５回目となったこの演奏会は、第10
回日本管楽合奏コンテスト全国大会と第28回全日本
アンサンブルコンテストの両大会に出場した記念の
演奏会でもあり、全国レベルの演奏に聴衆も聞き入
っていました。

６月19日●
全国レベルの演奏を披露

ゆうのう敷島で貸
し付けた畑でジャ
ガイモ掘りが行わ
れました。今年は
雨が少なかったの
でジャガイモも、
ちょっと小ぶりの
様子。それでも自
分たちで植えつけ
たものを収穫する
とあって、汗をか
きながらも楽しそ
うに作業をするみなさん。「大きさはちょっと小さいけれど、
カレーにそのまま入れたり、茹でて食べるにはちょうどいい
かも」と話してくれました。

５月に参加者を募集した歴史講座が６月
からスタート。これは、旧３町が合併し
甲斐市が誕生したことで、この新しい市
のエリアでもう一度郷土史を学んでみよ
うと教育委員会が主催したもので、「見て、
聞いて甲斐の歴史講座」と題して甲斐市
の通史を中心に、11月まであと２回の講
義と２回の現地研修会が行われます。

６・７月●
竜王北中生が老人ホーム訪問
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影絵と生演奏がドッキング　７月10日●

●７月17日
剣道大会で「まじめの一歩」

双葉SAでラベンダーまつり
●６月25日　

富士川を一斉清掃　７月９日●

双葉ふれあい文化館で、ファミリーコンサート「100万
回生きたねこ」が上演されました。
生演奏と影絵が組み合わさった、音楽影絵劇という今ま
で に な い 、
“みる”コン
サートに、会
場に詰め掛け
た約300人の
聴衆から大き
な拍手が贈ら
れました。

中央自動車道双葉サービスエリアに
ある「双葉ハーブガーデン」でラベ
ンダーの香りが満喫できる「ラベン
ダー穂刈りまつり」が開催されまし
た。（主催：JH日本道路公団）
また、まつり会場では双葉サービス
エリアで実験を行っているスマート
インターのアンケートなども行われ
ました。

富士川流域の山梨・長野・静岡県で、一斉に富士川清
掃が行われました。甲斐市でも大勢の市民が早朝６時
より集合場所の信玄堤公園とライオンの森に集まり、
配られたごみ袋を手に、河川敷や公園内のごみを拾い
集めました。参加した人は、集められたごみの山を目
の当たりにすると、「みんなが普段からごみを減らす
努力をしなければ」とその量の多さに驚いていました。

市内の各市立保育園で夕涼み会が開かれました。どの保育
園でも、かわいらしい浴衣姿の園児が盆踊りなどを楽しみ
ました。また、保護者会の協力のもと、フランクフルトや
飲み物などが用意され、お祭り気分を満喫しました。

●７月　保育園で夕涼み会

7月1日より犯罪や非行のない社会の実現
に向け、「まじめの一歩」をスローガンに
全国的に展開されている第55回「社会を

明るくする運
動」の一環と
して、少年剣
道大会が竜王
小学校を会場
に開催されま
した。市内外
から 1 0 チー
ム、小中学生
約200人が参
加、熱戦を繰
り広げました。

甲斐市内の話題は「甲斐市Blog News」で
このページに掲載されている以外にも、市内の毎日の話題
はインターネットホームページ「甲斐市BlogNews」で紹
介しています。URL:http://mt.city.kai.yamanashi.jp/
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内容 『10＋１ぴきのかえる』2000/20分/アニメ
『オズの魔法使い』1998/米/24分/アニメ

日時 ８月３日（水）午前10時30分開演（午前10時開場）
場所 竜王図書館　２階視聴覚室

内容 『忍たま乱太郎』1999/10分/アニメ
『はとよひろしまの空を』1999/21分/アニメ

日時 ８月５日（金）午後２時開演（午後１時30分開場）
場所 双葉図書館　２階視聴覚室

内容 『ミスターインクレディブル』2004/米/120分/
ディズニーアニメ/日本語吹替え

日時 ８月７日（日）午前10時、午後２時開演
（午前９時30分、午後１時30分開場））２回上映

場所 敷島総合文化会館　大ホール

内容 『海からぶたがやってきた』1997/45分/終戦後
の実話に基づいてアニメ化

日時 ８月10日（水）午前10時、午後２時開演
（午前９時30分、午後１時30分開場）２回上映

場所 敷島総合文化会館　視聴覚室

内容 『トム・ソーヤーの冒険』2003/米/90分/アニメ
日時 ８月17日（水）午前10時30分開演（午前10時開場）
場所 竜王図書館　２階視聴覚室

内容 『隠し剣　鬼の爪』2004/131分　監督/山田洋次
主演／永瀬正敏、松たか子　他

日時 ８月20日（土）午後２時開演（午後１時30分開場）
場所 双葉図書館　２階視聴覚室
日時 ８月21日（日）午後２時開演（午後１時30分開場）
場所 竜王図書館　２階視聴覚室

上映会のお知らせ

日時 ８月23日（火）午後７時30分～

場所 竜王図書館視聴覚室

メニュー 「月がとっても青いから」久世光彦作　
『あやし』より「女の首」宮部みゆき作
『アイウエオの陰謀』より「人体の言い分」東
海林さだお作
「学童疎開の子どもたち」

板前 竜王図書館朗読サークル「ねの会」

助っ人板前 玉穂町朗読サークル「ごくらくとんぼ」

毎月開催して
いるおきらく亭
ですが、今回ス
ぺシャル版とし
て夏の夜を彩る
コースを用意い
たしました。
戦後60年にあ

たる本年は、戦時中の子どもたちの様子や、活気
にあふれた戦後の日本を、音楽や映像を交えながら
朗読します。ぜひお越しください。

朗読のおいしい店　おきらく亭
～スペシャル版～

イベントのお知らせ



開館時間 ●平　日：午前10時～午後7時（7/21～8/20は午前９時開館）
●土・日：午前09時～午後5時

８月のおやすみ 定例休館日 １日（月）、８日（月）、15日（月）、22日（月）
29日（月）

月末整理日 31日（水）

日時 ８月６日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児～
内容 手袋人形、わらべうた、読

み聞かせ、パネルシアター
など

日時 ８月４日（木）、18日（木）
午前10時30分～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 ０歳～１歳６か月
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手袋人形、絵本の紹介

日時 ８月４日（木）、18日（木）
午前11時10分～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 １歳６か月～３歳
内容 わらべうた、読み聞かせ、

工作、パネルシアターなど

日時 ８月20日（土）午後２時～　　
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児・小学生
内容 詩、読み聞かせ、紙芝居、

手話、わらべうたなど

対象 幼児、小学生
場所 敷島総合文化会館創作室
日時 ８月３日（水）午後２時～
内容 覗いてみようステキな世界

「万華鏡」先着20人
日時 ８月11日（木）午後２時～
内容 くるくる回るよ「メリーゴ

ーランド」先着20人
（定員になり次第締切）

■問い合わせ・申し込みは…
敷島図書館じどうとしょかん
055（277）9955

日時 ８月11日（木）、25日（木）
場所 竜王図書館おはなしコーナー

・ひよこ組
時間 午前10時15分～10時45分
対象 ５か月～１歳半
内容 読み聞かせ、手遊びなど

・こぐま組
時間 午前11時～11時30分
対象 1歳半～3歳
内容 読み聞かせ、パネルシア

ター、おりがみなど

対象 ３歳～９歳
日時 ８月13日（土）、27日（土）

午前10時30分～11時15分
場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、読み聞かせ、パネル

シアター、工作など

場所 竜王図書館おはなしコーナー
日時 ８月６日（土）

午前10時30分～11時30分
内容 お話、ゲーム

日時 ８月20日（土）
午前10時30分～11時30分

テ ー マ 夏休み
内容 お話、ブックトーク、工作

日時 ８月11日（木）
午前11時～11時30分

場所 双葉図書館おはなしコーナー
対象 就園前の乳幼児
内容 読み聞かせ、手遊び、パネ

ルシアターなど

日時 ８月13日（土）、27日（土）
午前10時30分～11時

場所 双葉図書館おはなしコーナー
対象 幼児・小学生
内容 読み聞かせ、パネルシアターなど

日時 ８月７日（日）
午後２時～３時30分

場所 双葉図書館２階視聴覚室
内容 ダンボールで作れるよ

「おとし穴ゲーム」
■問い合わせ・申し込みは…
双葉図書館
0551（20）3669

日時 ８月６日（土）
午後１時30分～３時30分　　

場所 双葉図書館２階視聴覚室
講師 小田切重徳氏
朗読 双葉図書館朗読ボランティア

みどりの風
戦後60年の今年、戦争体験談や
朗読を通して、日頃忘れがちない
のちの尊さ、平和の有り難さを考
えてみませんか。

みどりの風の朗読
オフトークがおくる耳で聞く読書を
お届けします。
オフトーク２チャンネルにおいて
22日（月）から26日（金）まで、図書
館ボランティア「みどりの風」のみ
なさんによる朗読が放送されます。
午後のひととき、どうぞお気軽にお
聞きください。

しろくまちゃんのおへや

こぐまちゃんのおへや

キッズぷらねっと　
～ストリーテリング編～

敷島図書館 双葉図書館

えほんのにわ

らいおんちゃんのゆりかご

らいおんちゃんのへや

おはなしのとびら

ふうせん劇場竜王図書館

ライライくんの工作教室

17

夏休み工作会

講演と朗読の会

キッズぷらねっと

おはなしのもり
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最優秀賞　依田　光男　　古村区

優秀賞　鈴木　智恵 仲新居区佳作　水野　敦子　敷島新町区

佳作　亀井　哲　藍色の街区

佳作　水野　琴子　　天狗沢区

優秀賞　佐野　和子 登美団地区

平
成
17
年
度「
生
け
垣
・
花

壇
、
コ
ン
テ
ナ
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
審
査
会
が
６
月
17
日
に
行

わ
れ
、
６
人
の
審
査
員
に
よ

る
書
類
審
査
及
び
現
地
審
査

の
結
果
、
応
募
作
品
31
点
の

中
か
ら
次
の
み
な
さ
ん
が
入

賞
し
、
７
月
６
日
開
催
の
表

彰
式
で
楯
な
ど
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

甲
斐
市
に
な
っ
て
一
回
目

の
コ
ン
ク
ー
ル
で
し
た
が
、

全
体
的
に
レ
ベ
ル
が
高
く
、

惜
し
く
も
入
選
し
な
か
っ
た

作
品
の
中
に
も
素
晴
ら
し
い

も
の
が
多
い
の
が
印
象
的
で

し
た
。
多
く
の
み
な
さ
ん
か

ら
ご
応
募
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
コ
ン

ク
ー
ル
は
、
今
後
も
引
き
続

き
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、

来
年
度
も
多
く
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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最優秀賞　岡　みや子　　長塚区

優秀賞　水地　純子　　中八幡区佳作　山口　四郎　　長塚区

佳作　渡辺　東　　上の山区

佳作　飯塚　満子　　牛句区

優秀賞　乙黒かつみ　　敷島竪町区

審
査
委
員
長

フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

渡
辺
ひ
さ
子
先
生

以
前
、
藤
巻
市
長
か
ら「
花

の
植
え
て
あ
る
所
に
ゴ
ミ
を

捨
て
る
人
は
い
な
い
よ
」と
い

う
お
話
を
お
聞
き
ま
し
た
。

お
話
の
と
お
り
お
花
が
き
れ

い
に
植
え
て
あ
る
所
に
は
捨

て
ら
れ
た
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
の「
き
れ
い
に
し
た

い
」と
い
う
気
持
ち
が
周
り
の

人
た
ち
に
伝
わ
っ
て
街
全
体

が
き
れ
い
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。今

回
花
の
咲
く「
木
」を
上

手
に
使
っ
て
い
る
作
品
が
、

非
常
に
多
く
エ
ン
ト
リ
ー
さ

れ
て
い
て
す
ば
ら
し
か
っ
た

で
す
。
ま
た
木
立
に
囲
ま
れ

た
中
で
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン

を
ア
ク
セ
ン
ト
に
置
き
な
が

ら
、
上
手
に
縦
・
横
、
平
面

の
部
分
を
使
っ
て
い
ら
し
た

お
宅
も
あ
り
感
動
し
ま
し
た
。

講
評



ムが集まり、熱戦が繰り
広げられました。市内チ
ームでは竜西野球スポー
ツ少年団がＡパート３位
と健闘しました。

Ａパート
優勝 上吉田
準優勝 伊勢
３位 竜西・甲西

Ｂパート
優勝 すずらん
準優勝 甘利
３位 境川・南部栄

Ｃパート
優勝 千塚
準優勝 高根東
３位 白根あずま・琢美

スポーツ選手ふれあい指導事業
「小学生バレーボール教室」

７月10日（日）教育委員会主
催の小学生バレーボール教室
が元日本代表コーチ米山一朋
先生を講師に迎え、敷島体育
館で開催されました。当日は
市内小学校３・４年生85名が
参加し、先生の楽しい指導の
もとバレーボールを体験しま
した。

第1回甲斐市民親善
グラウンド・ゴルフ大会結果報告
７月10日（日）グラウンド・ゴルフ協会主催の市民
親善大会が敷島総合公園運動場で開催されました。
当日は238名が参加し、県体育祭りの出場権をかけ
熱戦が繰り広げられました。
上位入賞者は次のとおりです。（敬称略）

○男子の部
優勝 児玉邦彦
準優勝 深沢平市
３位 花輪次郎
○女子の部
優勝 白川美佐子
準優勝 長田松子
３位 竜沢美枝子

第26回県下少年柔道選手権大会結果
７月３日（日）、小瀬スポーツ公園武道館で開催

された県下少年柔道選手権大会で市内から出場し
た選手が好成績を修めました。結果を報告します。
敬称略（ ）内は学校名
○小学校男子 ４年の部３位　井上裕貴（竜王）
５年の部３位　長田浩貴（双葉西） ６年の部準優
勝　小林征馬（双葉西）
○小学校女子 ６年の部準優勝　加賀美佑奈（竜王）
○中学校男子 １年の部３位　井上拓也（竜王）
２年の部３位　土肥将也（竜王）
○中学校女子 １年の部３位　矢崎亜実（竜王）
２年の部準優勝　和田有稀（竜王） ３位　長田ひ
かる・三枝春風（竜王）
３年の部優勝　奥秋美香（竜王）

敷島キッズサッカー交流大会
敷島サッカージュニ

アスポーツクラブ主催
によるキッズサッカー
交流会に敷島地区の保
育園、幼稚園の年長組
の園児約60名が参加、
サッカーを楽しみました。
クラブでは、健全な身体、心の育成を図ること

を目的に、小学生が年間を通して活動しています。
園児の交流大会は現在、敷島地区だけの開催です
が、これからは甲斐市全体に広げていく予定です。

市内支部対抗球技大会結果の訂正とお詫び
広報７月号に掲載しました市内支部対抗球技大会

の結果に誤りがありましたので、訂正してお詫び申
し上げます。

20

バレーボールの部

ソフトボールの部

元日本代表コーチ
米山一朋　先生

米山先生の
指導を真剣
に聞く子ど
もたち。最
後はミニゲ
ームを楽し
みました。



甲斐市スポーツ施設開放
一斉開放
場　所　双葉公民館ホール
日　時　８月22日（月）

・学校体育施設（９月分） 午後７時～
・社会体育施設（10月分） 午後８時～

随時開放
場　所 スポーツ振興課・竜王北部公民館・敷島

公民館窓口
日　時　８月25日（木）～

午前８時30分～午後５時15分
・学校体育施設（９月分）
・社会体育施設（10月分）

※平成17年度については学校体育施設、社会体育施
設とも通年で一斉開放を実施します。
※平成17年４月１日から敷島地区、双葉地区におい
てもスポーツ施設管理指導員を配置しています。カ
ギ等の貸出方法が変更になっていますのでご注意く
ださい。
■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

竜王体育館市民開放
市教育委員会では、今年も竜王体育館の市民開放

を行います。
ご家族、友人と一緒に参加してみませんか。
開放日　　８月６日（土）、13日（土）、27日（土）

９月４日（日）、10日（土）、17日（土）
午前９時～正午

場　所　　竜王体育館（旧中部町民体育館）
内　容　　卓球教室、バドミントン教室
対象者　　市内在住者

※参加自由、当日ご来場ください。
持ち物　　体育館履き　用具貸し出しあり
■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

Ｂ＆Ｇ海洋センタープール日程表
開館期間　６月１日（水）～９月30日（金）
開館時間　午前10時～正午（午前の部）

午後１時～午後５時（午後の部）
午後６時～午後９時（夜間の部）

注意事項
入泳する際には、スイミングキャップの着用が

義務付けられています。
幼児および夜間の小中学生の利用は、必ず保護

者同伴でお願いします。

Ｂ＆Ｇ海洋センター
料金表

■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

＜プール開放カレンダー　９月　＞
○敷島Ｂ＆Ｇ海洋センター（毎週月曜日休館）
甲斐市島上条2527-1 055（277）7767

○双葉Ｂ＆Ｇ海洋センター（毎週火曜日休館）
甲斐市宇津谷1957 0551（28）6004

第１回甲斐市野球スポーツ少年団
交歓大会結果
６月25日（土）、26日（日）の２日間、双葉スポー

ツ公園を主会場と
する市内９会場に
て第１回甲斐市野
球スポーツ少年団
交歓大会が開催さ
れました。当日は
市内９チーム、市
外からも39チー

21

※19日は祝日のため開館。翌20日が休館。
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甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

山
梨
県

市
税
等
の
納
付
に
は

便
利
で
、
確
実
な
口
座
を

口
座
振
替
が
で
き
る
市
税
等

市
県
民

税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

保
育
料
、
介
護
保
険
料
、
下
水
道
受

益
者
負
担
金
、
竜
王
・
双
葉
上
下
水

道
使
用
料
、
敷
島
下
水
道
使
用
料

申
込
先

お
取
引
あ
る
金
融
機
関
、
郵

便
局
窓
口
　
次
の
金
融
機
関
で
市
税

等
の
口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。

山
梨
中
央
銀
行
、
中
巨
摩
東
部
農
業

協
同
組
合
、
梨
北
農
業
協
同
組
合
、

山
梨
信
用
金
庫
、
甲
府
信
用
金
庫
、

山
梨
県
民
信
用
組
合
、
東
京
ス
タ
ー

銀
行
、
郵
便
局

手
続
き
に
必
要
な
も
の

預
貯
金
通
帳

及
び
預
貯
金
届
印

■
税
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
…

税
務
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
３

※
税
以
外
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
担
当
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
院
時
食
事
代
の
減
額
に
つ
い
て

「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
ま
た
は

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、
入

院
中
の
食
事
代
が
減
額
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
対
象
者
で
あ
っ
て
も
申
請

が
な
い
と
減
額
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

対
象
に
な
る
人
は
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。

対
象
者

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
国
民

健
康
保
険
加
入
者
及
び
老
人
医
療
受

給
者
の
人

申
請
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証
・
70

歳
以
上
の
人
は
老
人
医
療
受
給
者
証

ま
た
は
高
齢
受
給
者
証

※
入
院
が
90
日
を
越
え
る
人
は
入
院
期

間
が
わ
か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
は
…
保
険
課
（
竜
王
庁
舎

１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

医
療
費
の
抑
制
に
ご
協
力
を

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
し
て

い
る
人
が
病
院
や
薬
局
な
ど
の
医
療
機

関
に
か
か
る
場
合
、
医
療
費
の
う
ち
３

割
は
本
人
が
自
己
負
担
と
し
て
窓
口
で

支
払
っ
て
い
ま
す
。
残
り
の
７
割
分
の

医
療
費
に
つ
い
て
は
、
加
入
し
て
い
る

国
保
に
請
求
さ
れ
、
国
な
ど
の
負
担
金

と
国
民
健
康
保
険
と
で
半
分
ず
つ
負
担

し
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
費
は
年
々
増
え
続
け
、
甲
斐
市

の
国
保
加
入
者
が
医
療
機
関
等
で
か
か

っ
た
費
用
額
（
10
割
の
医
療
費
）
は
、
平

成
16
年
度
で
４
０
億
８
、
２
２
８
万
９
、

５
１
２
円
に
も
達
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
前
年
度
と
比
較
す
る
と
２
億
４
、
５
６

９
万
７
、
４
２
７
円
も
増
え
て
い
ま
す
。

病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
場
合
、
医
療
機

関
に
か
か
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、

そ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
私
た
ち
の
心

構
え
や
考
え
方
ひ
と
つ
で
医
療
費
を
節

約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
の
よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
、
医
療

費
の
抑
制
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
同
じ
病
気
で
の
重
複
受
診
・
は
し
ご

受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

②
診
療
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

③
薬
ね
だ
り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

④
か
か
り
つ
け
医
師
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

⑤
健
康
診
断
、
集
団
健
診
な
ど
を
受
け
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

保
険
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

現
況
届
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

◆
児
童
扶
養
手
当

現
在
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、
受
給
資
格
確
認
の
た
め
毎
年

現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

該
当
す
る
人
に
は
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。

引
き
続
き
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
現

況
届
を
提
出
し
な
い
と
手
当
を
受
給
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
支
給
停
止
と
な
っ
て
い
る
人

も
、
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
を
継

続
さ
せ
る
た
め
必
ず
現
況
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

支
給
の
対
象
と
な
る
児
童

１
　
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

２
　
父
が
死
亡
し
た
児
童

３
　
父
が
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

児
童

４
　
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ

た
児
童
な
ど

た
だ
し
、
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公

的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
（
受
給
可
能

な
状
態
に
あ
る
人
も
含
む
）
は
請
求
が
で

き
ま
せ
ん
。

※
受
給
者
以
外
で
支
給
要
件
に
該
当
す

る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
･
提
出
先
は
…

子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

双
葉
支
所
地
域
課
（
双
葉
庁
舎
１
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
１

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者

手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当

受
給
者
は
毎
年
現
況
届
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
況
届
の
用
紙
は
該
当
す
る
み
な
さ

ん
へ
お
送
り
し
ま
す
。
引
き
続
き
受
け

る
資
格
が
あ
っ
て
も
、
現
況
届
を
提
出

し
な
い
場
合
は
手
当
を
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
は
…

福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
４

申
請
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

20
歳
未
満
で
、
次
の
程
度
の
障
害
を

有
す
る
在
宅
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
　
　
お
知
ら
せ 
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保
護
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

１
級

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま

た
は
療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２
（
５
０
、

９
０
０
円
／
月
）

２
級

身
体
障
害
者
手
帳
３
・
４
級
の

一
部
、
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
３
・
Ｂ
１

の
一
部
（
３
３
、
９
０
０
円
／
月
）

◆
特
別
障
害
者
手
当

身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し
く
重
度
で

永
続
す
る
障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生

活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
要
す

る
在
宅
の
20
歳
以
上
の
人
で
、
重
度
の

障
害
が
重
複
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。（
２
６
、
５
２
０

円
／
月
）

◆
障
害
児
福
祉
手
当

身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
で
永
続
す

る
障
害
の
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
20

歳
未
満
の
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。（
１
４
、

４
３
０
円
／
月
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
４

第
８
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

平
成
17
年
４
月
１
日
時
点
に
お
い
て
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
を
受
け
る
人

が
い
な
い
場
合
に
は
、
次
の
対
象
者
順

位
で
最
初
に
該
当
す
る
ご
遺
族
一
人
に

対
し
、
額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記

名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者

１
　
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
　
戦
没
者
等
の
子

３
　
①
父
母
　
②
孫
　
③
祖
父
母
　
④

兄
弟
姉
妹
（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係

を
有
し
て
お
り
、
か
つ
、
戦
没
者

等
と
氏
が
同
じ
で
あ
る
人
）

４
　
３
以
外
の
①
父
母
　
②
孫
　
③
祖

父
母
　
④
兄
弟
姉
妹

５
　
１
か
ら
４
以
外
の
三
親
等
内
の
親

族
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
人
に
限
ら
れ
ま
す
）

請
求
期
限

平
成
20
年
３
月
31
日

請
求
方
法

甲
斐
市
役
所
の
各
庁
舎
の

福
祉
担
当
に
請
求
用
紙
等
が
あ
り
ま
す

の
で
手
続
き
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
国
保
援
護
課
援
護
恩
給
担
当

０
５
５
（
２
２
３
）
１
４
５
４

福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
４

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

双
葉
支
所
地
域
課
（
双
葉
庁
舎
１
階
）

０
５
５
１
（
２
８
）
３
６
５
１

下
水
道
は
何
で
も
流
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん

下
水
道
に
接
続
し
て
も
、
何
で
も
流

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う
。

・
て
ん
ぷ
ら
油
、
野
菜
く
ず

下
水
管

が
つ
ま
り
、
悪
臭
が
発
生
し
ま
す
。

・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
紙
水

に
溶
け
に
く
い
紙

下
水
管
が
つ
ま
る

原
因
と
な
り
ま
す
。

・
風
呂
、
洗
面
所
の
毛
髪
　
下
水
管
の

つ
ま
り
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
目

皿
の
毛
髪
を
こ
ま
め
に
取
り
除
い
て
く

だ
さ
い
。

・
シ
ン
ナ
ー
、
ア
ル
コ
ー
ル

揮
発
性

が
高
い
物
質
な
の
で
、
爆
発
す
る
原
因

と
な
り
ま
す
。

下
水
道
は
３
年
以
内
に
接
続
を

供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
に
接
続
す

る
世
帯
に
対
し
、
工
事
費
を
無
利
子
で

借
り
ら
れ
る
有
利
な
融
資
あ
っ
せ
ん
制

度
の
融
資
額
が
拡
大
し
ま
し
た
。

ま
た
、
供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
の

く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
し

て
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事
を
行
う
使

用
者
に
対
し
、
最
高
７
万
円
の
水
洗
便

所
改
造
助
成
金
を
交
付
す
る
制
度
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。（
貸
住
宅
に
つ
い
て
も

助
成
し
ま
す
）
ぜ
ひ
、
こ
れ
ら
の
制
度

を
利
用
い
た
だ
き
、
下
水
道
へ
早
め
の

接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

融
資
額

一
世
帯
に
つ
き
50
万
円
ま
で

返
済
期
間

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
３

年
以
内

返
済
方
法

毎
月
元
金
均
等
償
還

●
融
資
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
る
条
件

①
市
税
及
び
下
水
道
受
益
者
負
担
金
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②
県
内
在
住
の
確
実
な
連
帯
保
証
人
が

一
人
い
る
こ
と

●
水
洗
便
所
改
造
助
成
金
制
度

助
成
の
額
（
供
用
開
始
か
ら
）

（
自
己
用
住
宅
）

１
年
以
内
の
接
続
工
事
　
７
万
円

２
年
以
内
の
接
続
工
事
　
３
万
円

３
年
以
内
の
接
続
工
事
　
１
万
円

（
貸
住
宅
）

１
年
以
内
の
接
続
工
事
　
３
万
円

２
年
以
内
の
接
続
工
事
　
１
万
円

●
助
成
金
を
受
け
ら
れ
る
条
件

①
市
税
及
び
下
水
道
受
益
者
負
担
金
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②
居
住
用
の
家
屋
（
新
築
家
屋
を
除
く
）

で
あ
る
こ
と

③
官
公
署
、
会
社
お
よ
び
そ
の
他
の
法

人
で
な
い
こ
と
　
　

水
道
メ
ー
タ
ー（
量
水
器
）取
り
替
え

市
で
は
、
毎
年
計
量
法
に
基
づ
き
、

一
定
の
期
間
を
経
過
し
た
水
道
メ
ー
タ

ー
を
無
料
で
お
取
り
替
え
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。（
漏
水
等
が
あ
っ
た

場
合
は
、
修
理
内
容
に
よ
っ
て
別
途
修

理
費
が
か
か
り
ま
す
）

該
当
す
る
ご
家
庭
に
、
市
の
委
託
業

者
（
市
内
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
）
が
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
伺
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
周
辺

に
自
動
車
や
植
木
等
の
障
害
物
、
庭
で

の
ペ
ッ
ト
の
放
し
飼
い
な
ど
に
よ
り
作

業
が
困
難
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
は
作
業
し

や
す
い
状
態
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

取
り
替
え
対
象
地
区
と
期
間

対
象
区
域

偶
数
月
検
針
地
区

（
旧
竜
王
町
及
び
旧
双
葉
町
地
区
）

期
間

下
水
道

上
水
道



24

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

７
月
中
旬
〜
８
月
上
旬
（
１
回
目
）

９
月
中
旬
〜
10
月
上
旬
（
２
回
目
）

対
象
区
域

奇
数
月
検
針
地
区

（
旧
竜
王
町
及
び
旧
双
葉
町
地
区
）

期
間８

月
中
旬
〜
９
月
上
旬
（
１
回
目
）

10
月
中
旬
〜
11
月
上
旬
（
２
回
目
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
水
道
局
業
務
課
　

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
３
３

水
道
工
事
は

甲
斐
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
で

水
道
工
事
を
す
る
と
き
は
、
甲
斐
市

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
依
頼
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
知
ら
な
い

で
指
定
以
外
の
工
事
業
者
に
依
頼
し
て

し
ま
う
と
、
法
律
、
条
例
で
給
水
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

甲
斐
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

は
６
月
号
、
７
月
号
の
広
報
を
ご
覧
に

な
る
か
、
水
道
局
工
務
課
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
水
道
局
工
務
課

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
３
４

「
海
の
家
」「
山
の
家
」
利
用
券
の
助
成

ご
予
約
（
宿
泊
の
み
）
の
う
え
、
申
請

窓
口
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。※
詳
し

く
は
、
広
報
６
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

海
の
家

相
良
（
静
岡
県
相
良
町
）、
御

前
崎
（
静
岡
県
御
前
崎
市
）、
谷
浜
（
新

潟
県
上
越
市
）

山
の
家

尾
白
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
（
北

杜
市
白
州
町
）、
篠
沢
･
大
滝
キ
ャ
ン
プ

場
（
北
杜
市
白
州
町
）、
ノ
ー
ス
ラ
ン
ド

キ
ャ
ン
パ
ー
ズ
ビ
レ
ッ
ジ
（
甲
斐
市
上

芦
沢
）、
ビ
ッ
グ
ホ
ー
ン
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
（
甲
斐
市
上
芦
沢
）

利
用
期
間

７
月
１
日
（
金
）
〜
８
月
31
日
（
水
）

利
用
券
申
請
期
限

８
月
26
日
（
金
）
ま
で

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

・
利
用
者
が
甲
斐
市
に
住
ん
で
い
る
こ

と
が
分
か
る
も
の
（
免
許
証
、
健
康
保

険
証：

住
所
記
入
の
も
の
等
）
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
・
海
の
家
に
宿
泊
の

場
合
は
、
予
約
受
付
書
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
（
新
潟
県
谷
浜
を
除
く
）。

■
申
請
･
問
い
合
わ
せ
は
…

商
工
観
光
課
（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
４

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

敷
島
支
所
地
域
課
（
敷
島
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
３

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

厚
生
労
働
省
と
県
で
は
、
毎
月
勤
労

統
計
調
査
特
別
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
厚
生
労
働
省
が
指
定
し

た
全
国
の
調
査
区
で
、
常
用
労
働
者
を

１
〜
４
人
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
を
対

象
に
、
賃
金
・
労
働
時
間
・
雇
用
の
実

態
を
調
べ
、
国
や
県
の
労
働
・
経
済
に

関
す
る
行
政
施
策
を
策
定
す
る
基
礎
資

料
と
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
調
査
で
す
。

対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、
８
月
上

旬
か
ら
９
月
上
旬
に
か
け
て
、
統
計
調

査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。
調
査
内
容
は
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統
計
以
外
の
目
的
に
は
一
切
使
用
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
企
画
部
統
計
調
査
課

０
５
５
（
２
２
３
）
１
３
４
１

生
涯
学
習
指
導
者
人
材
バ
ン
ク
の
利
用
を

各
種
団
体
等
研
修
会
、
自
主
グ
ル
ー

プ
学
習
会
な
ど
で
講
師
を
お
探
し
の
時

は
、
教
育
委
員
会
に
登
録
が
あ
れ
ば
紹

介
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課
（
双
葉
公

民
館
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８

盆
踊
り
練
習
会

日
時

８
月
５
日
（
金
）

午
後
８
時
〜
９
時
30
分

場
所

竜
王
南
部
公
民
館
２
階
ホ
ー
ル

練
習
曲

初
恋
列
車
、
甲
州
盆
唄
、
炭

坑
節
、
東
京
音
頭
他

講
師

舞
踊
家
　
石
原
喜
志
子

※
う
ち
わ
持
参

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

竜
王
南
部
公
民
館

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
１
１

親
子
で
リ
ズ
ム
テ
コ
ン
ド
ー

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
テ
コ
ン
ド
ー
で

「
ま
っ
す
ぐ
な
強
い
心
・
じ
ょ
う
ぶ
な

体
」
を
。

日
時

８
月
17
日
（
水
）、
18
日
（
木
）、

21
日
（
日
）、
24
日
（
水
）、
25
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象
者
「
３
歳
以
上
の
幼
児
か
ら
小
学

生
」
の
親
子
（
小
学
生
は
本
人
だ
け

で
も
Ｏ
Ｋ)

定
員

20
人

講
師

日
本
テ
コ
ン
ド
ー
連
盟
　
加
藤

久
弦
（
師
範
）
渡
辺
光
美
（
公
認
指

導
者
）

持
ち
物

あ
せ
ふ
き
タ
オ
ル
・
飲
み
物
・

運
動
出
来
る
服
装

場
所

竜
王
南
部
公
民
館

受
付

８
月
２
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら

電
話
に
て
受
付

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

竜
王
南
部
公
民
館

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
１
１

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験
教
室

今
回
の
教
室
で
は
室
内
に
設
け
ら
れ

た
壁
（
ウ
ォ
ー
ル
）
を
ロ
ー
プ
を
使
い
登

る
基
礎
技
術
を
体
験
し
ま
す
。

日
程第

１
グ
ル
ー
プ
10
人

・
８
月
11
日
、
18
日
、
27
日

第
２
グ
ル
ー
プ
10
人

・
９
月
１
日
、
８
日
、
17
日

第
１
、
２
共
通
　
・
９
月
23
日

（
時
間
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

場
所

ス
テ
ッ
プ
（
韮
崎
の
屋
内
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
場
）
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

屋
内
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
場

参
加
費
用

５
０
０
円
（
登
録
料
）

対
象
者

小
学
５
年
生
以
上
の
市
内
在

住
者

募
集
定
員

計
20
人

受
付
開
始

８
月
１
日
（
月
）
午
前
９
時

か
ら
電
話
受
付

服
装

運
動
に
適
し
た
格
好
（
ジ
ー
パ
ン

不
可
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…
教
育

委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
双
葉
公
民

館
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

カ
ヌ
ー
体
験
教
室

市
教
育
委
員
会
主
催
で
カ
ヌ
ー
体
験

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
県
カ
ヌ
ー
協
会

の
指
導
の
も
と
、
未
経
験
者
を
対
象
に

カ
ヌ
ー
の
基
礎
技
術
を
身
に
つ
け
ま
す
。

日
程第

１
グ
ル
ー
プ
15
人
・
８
月
14
日
（
日
）

第
２
グ
ル
ー
プ
15
人
・
８
月
20
日
（
土
）

午
前
８
時
〜
正
午

場
所

上
九
一
色
村
精
進
湖
カ
ヌ
ー
場
　

（
甲
斐
市
役
所
双
葉
支
所
か
ら
送

迎
あ
り
）

参
加
費
用

無
料

対
象
者

市
内
在
住
小
学
４
年
生
か
ら

中
学
３
年
生

募
集
定
員

計
30
人

受
付
開
始

８
月
１
日
（
月
）

午
前
９
時
か
ら
電
話
受
付

持
ち
物

着
替
え
（
下
着
も
含
む
）
・
タ

オ
ル
・
サ
ン
ダ
ル
・
水
着

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…
教
育

委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
双
葉
公
民

館
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

母
と
子
の
遊
び
教
室

子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
同
じ

く
ら
い
の
お
子
さ
ん
の
い
る
お
母
さ
ん

と
情
報
交
換
を
し
た
り
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象

１
歳
６
か
月
ま
で
の
保
・
幼
稚

甲斐市誕生１周年記念・宝くじ文化公演
「２００５爆笑ライブ」
パペット・マペット、エレキコミック他……。
今をときめく若手お笑いグループが甲斐市にやっ
てきます。
日　時 ９月３日（土）

開場　午後６時　開演　午後６時30分
入場料 1,000円（全席自由）

甲斐市誕生１周年記念・地域交流ミュージカル
「オズの魔法使いと夢の国」
ドロシーを取り巻く楽しい登場人物たちが織り
成す夢と冒険のお話を、歌と踊りとお芝居でお
おくりします。劇団「フジ」とオーディション
で選ばれた地元の子どもたちが共演します。
日　時 10月２日（日）

１回目　午前10時30分開演　
２回目　午後２時開演　開場各30分前

入場料 おとな1,000円（高校生以上）
（全席自由）こども（中学生以下）500円　　　
※チケットはふれあい文化館事務室の他、各プ
レイガイドで扱っております。
■問い合わせは･･･
甲斐市双葉ふれあい文化館ホール事務室
0551（20）3660

山
梨
県
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園
入
園
前
の
親
子
　
20
組

日
時

９
月
８
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
午

前
11
時
30
分

場
所

敷
島
公
民
館
和
室
　

講
師

松
本
恵
子
さ
ん
（
ち
び
っ
こ
は
う

す
）

参
加
料

無
料

受
付
期
間

８
月
25
日
（
木
）
〜
９
月
２

日
（
金
）

平
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課
（
双
葉
公
民

館
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８
　

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
付
与
講
習
会

日
時

８
月
23
日
（
火
）
・
24
日
（
水
）

両
日
と
も
午
前
８
時
50
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で

２
日
間
の
受
講
が
必
要
で
す
。

会
場

山
梨
県
自
治
会
館

甲
府
市
蓬
沢
１
―

15
―

35

定
員

１
８
０
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締

切
）

受
講
料

３
、
５
０
０
円

受
付
　
８
月
８
日
（
月
）
〜
12
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
府

地
区
消
防
本
部
予
防
課

甲
府
市
伊
勢
３
―

８
―

23

０
５
５
（
２
２
２
）
１
２
８
４

チ
ビ
ッ
コ
起
業
家
育
成
教
育
事
業

子
ど
も
た
ち
で
会
社
の
作
り
方
か
ら

経
営
ま
で
ビ
ジ
ネ
ス
体
験
が
で
き
ま
す
。

日
時

８
月
22
日
（
月
）、
23
日
（
火
）

午
前
９
時
30
分
か
ら

場
所

甲
斐
市
商
工
会
館

（
甲
斐
市
篠
原
２
７
１
０
―

１
）

対
象
者

小
学
生
30
人
（
４
・
５
・
６
年

生
に
限
る
）

講
師

平
井
由
紀
子
（
起
業
家
教
育
指
導

者
・（
株
）セ
ル
フ
ウ
ィ
ン
グ
代
表
）

受
講
料
　
１
、
０
０
０
円

（
弁
当
あ
り
）

申
込
締
切

８
月
12
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
…

甲
斐
市
商
工
会

０
５
５
（
２
７
６
）
２
３
８
５

甲
斐
国
際
交
流
協
会
主
催
教
室

①
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

ひ
ら
が
な
・
漢
字
・
会
話
学
習
は
、

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
本
で
の
生
活
で

わ
か
ら
な
い
事
、
困
っ
て
い
る
事
な
ど
、

何
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
力
に
な

り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
。

日
時

９
月
１
日
（
木
）
〜
平
成
18
年
３

月
　
第
１
・
第
３
木
曜
日
（
１

月
の
み
第
２
と
第
４
）
午
後
７

時
30
分
〜
９
時
30
分

場
所

竜
王
北
部
公
民
館
１
階
会
議
室

対
象
者

外
国
人
　
　
参
加
料

無
料

そ
の
他

日
本
語
を
教
え
て
く
だ
さ
る
日

本
人
サ
ポ
ー
タ
ー
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

②
初
心
者
の
た
め
の
韓
国
語
教
室

対
象

初
心
者

講
師
は
日
本
人
で
す
が
、
た
ま
に
は
、

韓
国
人
を
招
く
予
定
で
す
。

日
時

９
月
１
日
（
木
）
〜
平
成
18
年
３

月
　
第
１
・
第
３
木
曜
日
（
１

月
の
み
第
２
と
第
４
）

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

場
所

竜
王
北
部
公
民
館
１
階
会
議
室

対
象
者

市
内
在
住
の
韓
国
語
初
心
者

募
集

15
人

参
加
料

無
料

申
込
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号

を
明
記
し
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

締
切

８
月
12
日
（
金
）
の
消
印
有
効

そ
の
他

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

■
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
斐
国

際
交
流
協
会
外
国
語
委
員
会
　

〒
４
０
０
―
０
１
１
４

甲
斐
市
万
才
３
０
０
番
地
（
㈱
中
村
建

設
内
）

０
５
５
（
２
７
６
）
３
５
５
９

切
手
教
室

日
時

８
月
５
日
（
金
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

竜
王
郵
便
局

定
員

30
人
（
対
象
は
小
中
学
生
ま
で
、

保
護
者
同
伴
可
）

内
容

使
用
済
み
切
手
を
使
っ
た
し
お

り
作
り
や
切
手
に
関
す
る
ゲ
ー
ム
等

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
郵
便
局

０
５
５
（
２
７
６
）
７
４
８
５

非
核
平
和
映
画
会
・
写
真
展

市
で
は
親
子
で
「
平
和
」
に
つ
い
て
考

え
、
改
め
て
戦
争
の
惨
劇
、
平
和
の
尊

さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
非
核
平

和
映
画
会
と
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

映
画
会
　
日
時
・
場
所

８
月
13
日（
土
）

開
場
午
前
10
時
、
上
映
午
前
10
時
30
分

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
ホ
ー
ル

開
場
午
後
１
時
30
分
、
上
映
午
後
２
時

敷
島
総
合
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

作
品
　
「
火
垂
る
の
墓
」
〜
ほ
た
る
の
は

か
〜
　
昭
和
20
年
６
月
か
ら
９
月
に
か

け
て
、
14
歳
の
清
太
と
４
歳
の
節
子
の

兄
弟
が
、
二
人
だ
け
で
精
一
杯
生
き
た
姿

を
描
い
た
感
動
の
作
品
で
す
。

入
場
料

無
料

写
真
展

甲
府
空
襲
に
よ
る
被
災
状
況

や
、
戦
時
下
の
生
活
、
広
島
・
長
崎
の

原
爆
投
下
の
記
録
写
真

月
日

８
月
９
日
（
火
）
〜
８
月
16
日
（
火
）

場
所

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館

敷
島
総
合
文
化
会
館

■
問
い
合
わ
せ
は
…

企
画
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
２

第
19
回
竜
王
南
部
公
民
館
ま
つ
り

日
程８

月
20
日（
土
）

０
時
30
分
　
開
会
式

午
後
１
時
〜
・
舞
台
発
表
・
展
示
発

表
・
お
茶
席
（
竜
王
南
小
児
童

の
お
運
び
で
）
・
図
書
室
で
楽

し
も
う
・
か
る
た
に
親
し
む

（
百
人
一
首
に
挑
戦
）

午
後
３
時
〜
・
木
工
無
料
体
験
・
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

午
後
５
時
〜
・
模
擬
店
（
や
き
そ
ば
・

山
梨
県
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や
き
と
り
・
か
き
氷
な
ど
な
ど
）

午
後
６
時
〜
・
夜
ま
つ
り
（
盆
踊

り
・
抽
選
会
・
花
火
大
会
）

21
日（
日
）

午
前
９
時
〜
・
展
示
発

表
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

会
場

竜
王
南
部
公
民
館
お
よ
び
竜
王

南
部
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
南
部
公
民
館

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
１
１
　

甲
斐
市
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
部

第
２
回
交
流
会

日
時

８
月
21
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

双
葉
公
民
館
ホ
ー
ル

内
容

世
界
の
国
々
の
踊
り

参
加
料

無
料

持
ち
物

か
か
と
の
低
い
上
履
き

申
込

当
日
会
場
に
て
受
付

■
問
い
合
わ
せ
は
…
市
体
育
協
会
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
部
（
部
長
　
秋
山
房
子
）

０
５
５
１
（
２
８
）
７
７
８
０

甲
斐
市
誕
生
１
周
年
記
念

甲
斐
市
民
号
の
旅

期
日

９
月
18
日
（
日
）、
19
日
（
月
）

定
員

１
２
０
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
）

行
き
先

福
島
県
（
湯
本
温
泉
）
・
ス
パ

リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ

代
金

３
７
、
８
０
０
円
（
交
通
費
、
宿

泊
費
、
食
事
代
を
含
む
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

Ｊ
Ｒ
竜
王
駅

０
５
５
（
２
７
８
）
１
０
４
５

入札結果 
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「無謀運転の追放」
本年上半期、県内で発生した交通死亡事故等重大

事故の発生状況を見ると、国道・県道を中心として、
深夜から早朝にかけ多く発生しています。これらの
事故の特徴は 速度の出し過ぎ、通行帯を守らない、
飲酒運転等「いわゆる無謀運転」によるものが目立っ
ています。
特に、夏休み期間中は、開放感から深夜における若
者の無謀運転が原因となる交通事故の発生が多くな
る時期でもあります。
無謀運転による交通事故の犠牲者を一人でもなく

し、「安全で快適（甲斐的）なくるま社会」を築くため、
速度の出し過ぎや飲酒運転はしない、シートベルト
の着用、運転中の携帯電話使用禁止、安全運転の励
行など、運転者としての基本を守り、ゆとりと思い
やりのある運転に心がけましょう。

自主防犯パトロールの勧め　パート２
自主防犯活動の目的は、
◎犯罪、事故、災害の被害を未然に防止すること。
◎地域のみなさんが安全に対する関心を高めること。
◎地域の連帯感を醸成すること。
◎地域の犯罪抑止機能を高めること。
にあります。
※パトロールの実施方法
防犯パトロールは、みなさんが主体となって行う

ものです。みなさんがお住まいの地域に合った方法
でパトロールしてください。
●複数で，安全に多くの目で見ることにより、より
多くの危険箇所などを発見できます。例えば、不
審な車を発見したときには、１人はナンバー、１人
は車の特徴、１人は運転手の特徴と、役割を決め
て覚えるようにすれば、きめ細かく確認できます。

●まず，声かけを　声かけといっても「おはようござ
います」や「こんばんは」といったあいさつだけで
も十分です。地域のみなさんが声をかけ合うこと
により、地域の連帯感が醸成されます。犯罪者は、
声をかけられることを嫌がります。

●できる範囲で、無理をせず、みなさんのできる範
囲（時間帯・場所）でパトロールしましょう。何事
も苦痛になったのでは、長続きしないものです。
朝の散歩や犬の運動をする際、仲間を誘って２～
３人で「パトロール中」の腕章などをかければ、
立派な防犯パトロールです。

●　パトロール後の情報交換を　パトロールの結果
について情報交換することにより、危険な場所の
改善、子どもやお年寄りへの注意喚起など、犯罪
の起こりにくい地域づくりに役立ちます。

甲
斐
市
誕
生
１
周
年
記
念

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

甲
斐
市
の
福
祉
事
業
の
充
実
の
た
め

市
内
に
あ
る
３
か
所
の
ゴ
ル
フ
場
で
、

「
甲
斐
市
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
集
ま
っ
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
は
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
付
さ
れ
ま
す
。

月
日

９
月
６
日
（
火
）

場
所

敷
島
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

月
日

９
月
９
日
（
金
）

場
所

甲
斐
芙
蓉
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

月
日

９
月
15
日
（
木
）

場
所

昇
仙
峡
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

募
集

１
日
　
40
組
（
１
６
０
人
）

合
計
１
２
０
組
（
４
８
０
人
）

参
加
費

１
４
、
５
０
０
円
（
キ
ャ
デ
ィ
ー
付
）

１
１
、
０
０
０
円
（
セ
ル
フ
プ
レ
ー
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

敷
島
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

０
５
５
（
２
７
７
）
６
１
１
１

甲
斐
芙
蓉
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

０
５
５
１
（
２
３
）
０
２
２
２

昇
仙
峡
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

０
５
５
（
２
７
７
）
７
６
１
３

無
料
法
律
相
談
会

離
婚
、
相
続
、
土
地
、
建
物
の
賃
貸
借
、

交
通
事
故
、
損
害
賠
償
、
サ
ラ
金
等
の
消

費
者
問
題
、
約
束
違
反
に
よ
る
損
害
賠
償

な
ど
を
受
け
付
け
ま
す
。
手
元
に
あ
る
関

係
資
料
を
持
参
し
、
相
談
内
容
を
ま
と
め

て
相
談
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談

内
容
は
厳
秘
扱
い
で
す
。

日
時

８
月
26
日
（
金
）
午
後
１
時
〜
４
時

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館

定
員

30
人
（
１
人
あ
た
り
の
相
談
時
間

は
30
分
以
内
と
な
り
ま
す
）

担
当

山
梨
県
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士

申
込
受
付

当
日
の
午
後
１
時
か
ら
３

時
30
分
ま
で
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

山
梨
県
弁
護
士
会
事
務
局

０
５
５
（
２
３
５
）
７
２
０
２

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

登
記
（
相
続
、
売
買
）
・
成
年
後
見
・

裁
判
事
務
な
ど
司
法
書
士
業
務
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
手
元
に
あ

る
関
係
資
料
を
持
参
し
、
相
談
内
容
を

ま
と
め
て
相
談
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
相
談
内
容
は
厳
秘
扱
い
で
す
。

日
時

８
月
11
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

竜
王
北
部
公
民
館

定
員

12
人
（
１
人
あ
た
り
の
相
談
時
間

は
30
分
以
内
と
な
り
ま
す
）

担
当

山
梨
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
所
属
司
法
書
士

申
込
受
付

８
月
９
日
（
火
）
午
前
８
時

30
分
か
ら
電
話
受
付
（
定
員
に
な

り
次
第
締
切
）

■
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

山
梨
県
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せん定枝粉砕処理

家庭等において伐採されたせん
定枝を粉砕処理します。
◎玉幡中学校北側の市有地
日程　
８月は次の日をお休みとさせていた

だきます。
毎週金曜日、お盆休み（13.14.15日）

◎自然休養村管理センター（敷島総合公園入り口）
日程
８月は次の日をお休みとさせていただきます。
毎週月・水・木・土曜日、お盆休み（14日）

受入時間 午前９時～正午、午後１時～４時
対象となる枝
せん定枝の長さは２ｍ以下、直径10cm以下の

ものに限ります。
果樹のせん定枝についても対象とします。

＊葉っぱ類、根の部分、腐食した物、金属類の付
いた物、及び草等は受入しませんので注意して
ください。
＊営利目的で伐採したせん定枝の持ち込みは出来
ません。
なお、粉砕処理したチップは市内在住の人に限

り無料で差し上げています。せん定枝受け入れ時
間中であればいつでも取に来ていただいて結構で
す。
希望する人は、チップを入れる袋などを持参し

て、係員の指示に従ってください。

竜王地区のし尿浄化槽清掃業者の区域割がな
くなりました

平成17年７月から、竜王地区全域で区域に関係
なく、次の２業者の浄化槽の清掃（汲み取り）が可
能になりました。
（有）東日本環境整備センター 055（222）6278
（株）クリーン環境センター　 055（276）2407

お盆のお供物を収集します

例年実施しています竜王地区・
敷島地区で次によりお盆のお供物
を収集いたしますので、場所等確認
の上、時間厳守で出してください。

◎竜王地区
収集日時 8月16日（火）午前8時30分まで
出し方 紙やスダレなどにしっかり包んで収集

場所へ出してください。
収集場所

◎敷島地区
収集日時 ８月16日（火）午前７時30分～８時30分
出し方 市指定のごみ袋に入れて収集場所へ出

してください。
収集場所

＊上記場所では、一般家庭ごみは収集しません。
また、雨天決行いたします。

■問い合わせは…
環境課（双葉庁舎１階） 0551（20）3653
竜王支所地域課（竜王庁舎１階）

055（278）1666
敷島支所地域課（敷島庁舎２階）

055（277）3113

双葉地区河川清掃お疲れ様でした
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７
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
「
双
葉
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
社
会
実
験
協
議
会
」
に
お
い
て
次
の
と
お
り

実
験
期
間
の
延
長
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
多
く
の
み
な
さ
ま
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
利
便
性
に
つ
い
て
ご

理
解
い
た
だ
き
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
恒
久
的
な
設
置
に
向
け
、

事
業
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
事
業
で
は
市
内
外
並
び
に
本
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

利
用
の
有
無
に
関
係
な
く
、
多
く
の
み
な
さ
ま
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
し
て
、
ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
実
験
期
間

平
成
17
年
８
月
31
日(

水)

ま
で

■
運
用
時
間

午
前
６
時
〜
午
後
10
時(

24
時
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
利
用
形
態

東
京
方
面
に
行
く
方
と
東
京
方
面
か
ら
来
た
方
が
利
用
で

き
ま
す
。

■
対
象
車
両

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
普
通
車
と
軽
自
動
車

■
そ
の
他

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
一
旦
停
止
型
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ゲ

ー
ト
で
す
の
で
、
利
用
の
際
は
ゲ
ー
ト
の
前
で
一
旦
停
止

し
、
ゲ
ー
ト
が
開
く
の
を
確
認
し
て
か
ら
進
入
す
る
よ
う

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

双
葉
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

社
会
実
験
協
議
会（
甲
斐
市
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課
内
）

０
５
５(

２
７
８)

１
６
６
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.city.kai.yam

an
ash
i.jp
/sm
art/in

d
ex.h

tm
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